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研究成果の概要（和文）：種々の学部および特に医療系の学部に着目した大学生約1500人、労働者約1200人の発
達障害傾向、メンタルヘルス、社会経済的状況、生活習慣を収集したデータベースを作成した。　結果より発達
障害傾向とプレゼンティーズムやうつ症状を含む職場・学校不適応、社会経済的状況、および生活習慣との関連
を示した。また、発達障害の当事者の困り感についての調査、色々な立場から当事者を支援している方々へのイ
ンタビューよりサポートなどの環境要因の調整方法を検討した。

研究成果の概要（英文）：We developed a database consisted of approximately 1,500 university students
 and 1200 workers with the data evaluating developmental disability traits / mental health and 
socioeconomic status / lifestyle. The results show the relationship between developmental disability
 traits / mental health and socioeconomic status / lifestyle. In addition, we examined how to handle
 environmental factors through the survey on the sense of difficulty for the persons with the 
diagnosis of developmental disability and the interviews with the persons from various positions who
 support the patients.

研究分野：メンタルヘルス

キーワード： メンタルヘルス　発達障害　自閉症特性　ADHD傾向　うつ症状　プレゼンティーズム　不適応　生産性

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では発達障害、特に自閉症特性やその下位尺度の程度を定量評価し、職場や大学での不適応の指標として
は、本来の力の何％の力を発揮しているか、病気により持っている能力が発揮できていないかの指標としてのプ
レゼンティーズムとうつ症状などの指標を用い、環境要因として社会経済的状態や、ストレスとサポートの状
況、生活習慣の情報を収集して解析検討を行った。発達障害自体の有効な治療法は無いが、環境調整をしていく
ことで発達障害に起因する職場や大学での不適応を軽減・予防していくことが可能と思われ、それに繋がる結果
を示すことができ学術的意義や社会的意義が高いと考えられる。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
職域において、仕事や職業生活について強い不安、悩み、ストレスを感じている労働者は

52.3％であり、また、メンタルヘルス不調により連続１か月以上休業又は退職した労働者がい

る事業所の割合は 1000 人以上の事業所では約 9割（厚生労働省平成 25年労働安全衛生調査）

と大きな問題となっている。また、大学生に関しても発達障害のある学生からの相談を受けた

ことがある大学は全国の大学中 3 割と報告されている（佐藤克敏, LD 研究 2006）。以上のよ

うに、職場・学校不適応者の疫学調査を行い、機序を解明し予防策や対応策を講じることは重

要な課題となっている。 

(1)近年、職場不適応や難治性うつ病の背景因子の一つとして注目されている発達障害の一つ

である自閉スペクトラム症について、我々は文部科学省特定領域研究「社会階層と健康」の職

域コホート J-HOPE（Japanese Study of Health, Occupation, and Psychosocial factors related 

Equity）を用いて検討を行ってきた。 (2)この発達障害傾向に影響を与えるとされる愛着

Attachment は、対人関係やサポート体制を築く機能との関わりが深いことから、近年、注目さ

れている。 (3)健康上の理由で仕事の生産性が低下している状態（プレゼンティーズム）は、

労働損失としてのインパクトが大きく、休業よりむしろ大きいとされ問題視されている。我々

はプレゼンティーズムが精神的な理由による病欠のリスクになることを示し、最適なカットオ

フ値を求めた。(4)発達障害傾向が強くても、困ったことに直面していない将来支援群、周囲に

適応している適応群、および困り感が高く支援が必要な支援群と、主観レベルでは支援対応が

異なる場合があるため、「困り感」の調査票（山本奈都実, 高橋知音, 2010）を用いて予防・対

応策を検討することは意義のあることと考えられた。 

以上のように発達障害傾向と愛着パターンの程度による、ストレスやサポート、社会経済的

状態、生活習慣などの環境要因と、職場・学校不適応としてのプレゼンティーズム、うつ症状

などの関連はまだ明らかではなかった。 

 

２．研究の目的 

(1)職場・学校などの不適応や難治性うつ病の背景因子の一つとして注目されている発達障害傾

向、(2)それに影響を与えるとされる愛着パターン、(3)健康上の理由で仕事の生産性が低下し

ている状態（プレゼンティーズム）と、抑うつ度、ストレスやサポート、社会経済的状態、生

活習慣との関連についてエビデンスが不十分であるため、(1)～(3)を評価して職場・学校など

の不適応の機序解明を目指し、改善に役立つような不適応を軽減および予防するための有効な

方法の検討、及び、用いる調査票の妥当性を検証する。 

 

３．研究の方法 

発達障害傾向が高いと、高等学校までは順調であったのが大学に入学し環境の変化により困

り感が生じ大学生活に適応できなくなる例が多いことにより、全国在住約 1000 人の大学生を対

象に Web 調査を行い、発達障害傾向の程度や愛着パターン別とメンタルヘルスとの関連を検討

した。また、医療系の職業は対面の仕事が多く、発達障害傾向が高いと対人関係でうまくいか

なくなりメンタル不調におちいる例が多い。そのため、某大学の医療系学部の学生約 500 人を

対象に医療系ならではの特徴を検討した。       

一方、大学卒業までは順調であっても社会人となり環境の変化により困り感が生じ職場に適

応できなくなる例も多いことより既存のデータセット J-HOPE を用い発達障害傾向の内の自閉

症特性（自閉スペクトラム症傾向、ASD 傾向）および愛着パターンと仕事の生産性（プレゼン



ティーズム）を含むメンタルヘルスとの関連を検討した。発達障害傾向の内、大人の発達障害

に多い自閉症特性のみならず ADHD 傾向についても評価し、又、生活習慣の情報も併せて一般の

労働者約 1200 人を対象に Web 調査を行い、発達障害傾向が高くても生活習慣改善によりメンタ

ルヘルス不良のリスクが軽減可能に繋がる予防因子を検討した。 

 発達障害と診断された当事者約 20 人に対しては質的に検討を行うために発達障害の評価と

困り感について調査票に自由記載して頂いた。また、発達障害の当事者への実態を把握するた

め当事者に支援している支援団体経営者、発達障害専門医師、産業保健師、支援団体職員、精

神保健福祉士、社会福祉士などの色々な立場の方にインタビューを行った。 

発達障害傾向が高いと認識しているが現在働いている約 400 人を対象に Web 調査した既存デ

ータセットを当事者支援団体より解析依頼を受けた。本調査項目は困り感を感じている当事者

の方が作成したものであり当事者が何に困り感をいだいているかの理解を深める調査票であっ

た。 
 
４．研究成果 

 日本全域に事業所がある企業勤務の約 2000 人を対象とした調査では、発達障害の内、自閉症

特性が軽度から重度に連続的な分布を示し自閉スペクトラム症とそうでない人の間で白か黒と

いうようなクリアなカットオフ値が無いことを日本の職域集団において確認した。さらに自閉

症特性の下位尺度として 2つの領域（数字やパターン化への興味、社会的行動の困難）、社会的

行動の困難の下位尺度として４つの領域（想像力の困難、型どおりの行動への執着、社会的ス

キルの困難、注意の切り換え困難）を自記式調査票である AQ-short 調査票（Hoekstra et al, J 

Autism Dev Disord 2011）を用いて評価した。いずれの下位尺度についても同様に連続的な分

布を示した。この結果は Wing の提唱した自閉症特性は連続的に分布するという仮説、または現

在の標準的な診断基準 DSM-5 と一致し、日本の働いている人たちでも確認されたことになり、

多かれ少なかれ誰でも自閉症特性を持っていることを示したことにもなる。 

自閉症特性と対象者の社会経済的状況や生活習慣との関連について、 

(1) 性別は男性の方が女性より自閉症特性が高値を示し、海外の報告例と同じ結果を示した。 

(2) 年齢については、自閉症特性とは関連が無く、これも海外の報告例と同じ結果を示した。

ただし、例外として低年齢ほど下位尺度の「型どおりの行動への執着」と「注意の切り換え困

難」の特性値が高く、考えられる可能性として、この 2領域の下位尺度は職場への適応が難し

く適応できずに辞めていくため、低年齢ほど値が高くなった可能性が考えられる。 

(3) 社会経済状況（SES; 学歴、職位、年収）については、SES が低い労働者の方が自閉症特性

は高値を示した。この結果は、仕事のスキル不足によるのではなく、周囲の自閉症特性につい

ての先入観と理解不足により、自閉症特性の高い人が差別を受けて社会経済状況が低くなる可

能性と、自閉症特性の症状による困り感により自身の能力を発揮できていない可能性によるも

のが考えられる。一方、例外として、SES の高い労働者は下位尺度「数字やパターン化への興

味」の特性値が高いことを示した。この結果は、自閉症特性が高い人は科学の力が優れている

という報告例(Baron-Cohen et al.) に類似している。 

(4) 生活習慣については、○○しない（飲酒しない、喫煙しない、余暇に運動しない）労働者

の方が、自閉症特性が高値を示した。例外として、余暇に運動する労働者の方が下位尺度「数

字やパターン化への興味」の特性値が高いことを示した。考えられる理由として、ASD の方は 2

次障害として抑うつのリスクが高いと報告（Sterling et al, Skokauskas et al, Lugnegard et 

al.）されており、うつ症状により生活習慣が行動しない傾向になる可能性が考えられる。 
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